
1 基本情報

・ 牧場の維持管理に関すること
・ 乳用牛及び肉用牛の飼養管理に関すること
・ 利用者への便宜の供与に関すること
・ 利用の促進に関すること

2 利用状況を把握するための指標 3 令和元年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

納　付　金（※使用料） 1,556

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・放牧預託頭数が減少しているが、今後増える見込み
はあるか。

・感染症対策のため牛白血病感染牛の放牧預託を制限した
ことで、放牧預託頭数が減少した。
　そのため、感染牛について放牧希望があれは、牧区を隔離
して飼養できる東濃牧場で受け入れることとした。

※上記、納付金は、岐阜県家畜育成牧場の設置、管理及び使用料に関
する条例に基づく使用料の額

人   件   費 115,621

施設管理費 349,936

そ   の   他 39,569

差   　　　　　　  引 ▲ 2,242

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用頭数
（単位：頭）

収  入  計 502,884

利 用 料 金（利用料金なしの施設） 0
Ｈ２９ 7,361

指定管理料 15,032
Ｈ３０ 4,919

そ   の   他 487,852
Ｒ１ 4,506

支  出  計 505,126

令和元年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 農政部　畜産振興課

評価対象期間 H31.4.1　～　R2.3.31

指 定 管 理 者

名     称 一般社団法人　岐阜県農畜産公社

構 成 員 　　－

所 在 地 岐阜市薮田南５－１４－１２

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県飛騨牧場

所 在 地 高山市清見町楢谷１１６－４

H28.4.1 ～ R3.3.31
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

S
・協定書等に基づき、適切な施設管理がなされている。
・自給飼料生産に力を入れ、飼料費削減に努め、良好な経営を維持している。
・飛騨牛の供給拠点として、優良な初妊牛の譲渡、高能力な受精卵の供給に努めている。
・放牧地における感染症対策を徹底し、預託放牧を行っている。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 4.5
・県の施設として、県内の畜産農家のモデルとなるよう、良質な堆肥生産
を行い、牧場の収入増の方策としても堆肥の販売に力を入れてもらいた
い。

経営状況 4.7 ・飼料費が大幅に削減されており、経費削減の努力が伺える。

派生的効果 4.5 ・牧場から譲渡された牛から生産された子牛で、市場成績の良かった牛
の情報を写真付きで紹介してはどうか。

５ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 4.6 ・利用者からの意見・要望に対し、適切に対応してる。

設置目的の充足状況 4.4 ・和牛初妊牛の譲渡頭数が増えるよう、畜産農家のニーズ（血統・育種
価）に合わせて出来るだけ良い牛を供給できるように努めてほしい。


